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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

〔１〕　関係法令の厳守。

〔２〕　省エネルギー・省資源活動(電気、水、燃料)推進。

〔３〕　廃棄物削減及びリサイクル促進。

〔４〕　地域社会貢献活動の実施。

〔５〕　従業員に環境活動の知識、認識を高めるために、継続的な教育訓練を実施する。

〔６〕　事務用品等のグリーン購入促進。

〔７〕　地域住民の皆様に、安全・安心・環境に優しい収集サービスのお約束します。

以上のことを全社員に周知し、取組内容を公表します。

株式会社 エスワイミハラ

代表取締役　大和大司

〔１〕　言葉使い・身だしなみ挨拶を大切にして笑顔の接客を心がけます。

〔２〕　運搬車両は、いつもきれいにクリーンな状態で収集運搬します。

〔３〕　美しい地球環境つくりに貢献するため地球の清掃活動を実施します。

株式会社 エスワイミハラ

代表取締役　大和大司

1

制定日

環境経営方針

  改定日 2020年10月1日

 弊社では、市民・役所のご意見ご要望に対して迅速に対応・回答・することを心がけています。
ご期待に応えることができるように誠意をもって努力します。

経営サービス方針

循環社会における静脈産業の一翼を担い、併せて地球環境の保全に務め、素晴らしい
環境を次世代へ残すため全社員一丸となって、以下の企業活動の継続的改善に努めて
いきます。

制定日 2006年12月1日

2020年10月1日  改定日

2009年4月11日



□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
株式会社エスワイミハラ
代表取締役　大和　大司

（２） 所在地
本　　　社 大阪府堺市美原区北余部３１４－１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役　大和　大司 TEL：072-363-0375
担当者 営業部 森國　睦斗 FAX：072-363-0180

（４） 事業内容
一般廃棄物収集運搬業（堺市）

（５） 事業の規模
法人設立 平成16年2月
資本金 万円
売上高 万円

名
㎡

ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

ｔ
ｔ

パッカー車 台
2ｔダンプカー 台
営業車 台
軽トラック 台

合計 台
主要設備

一般廃棄物収集運搬業許可証 (積替え保管無し)

産業廃棄物収集運搬業許可証 (積替え保管無し)

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社エスワイミハラ
全組織・全活動

2

受託した産業廃棄物の処理量

21

無し。

収集運搬量(事業系一般) 266
収集運搬量(家庭ごみ) 8,940

0
0

延べ床面積　　　 990

1500
250百

本社

車種

2021年5月1日

許可番号

堺市

　第６０号

許可年月

従業員　　　　　 17

収集運搬量

一般廃棄物の種類

動植物性残渣　紙くず　木くず　繊維くず

有効期限

令和5年

6月30日

中間処理後の産廃の処分量 0

中間処理量 0
最終処分量 0

0
受託した一般廃棄物の処理量

許可年月 有効期限

令和3年

7月1日

台数 備　　考
15 大型4台、中型3台、小型8台
1
1
4

令和3年 令和8年

11月16日 11月15日

産業廃棄物の種類許可番号

大阪府

　第02700130958号

燃え殻　汚泥　廃油　廃酸　廃アルカリ　廃
プラチック類　紙くず　木くず　繊維くず
動植物性残さ　ゴムくず　金属くず　ガラス
くず　がれき類　(14種類)



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

 環境管理責任者

EA21事務局

□廃棄物処理フロー

□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

トン

トン

枚

枚

トン

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（0.418kg-CO2/kWh、関西電力/2017年度調整後）

3

　一般廃棄物排出量
(紙)

13,440 11,920 12,220

　産業廃棄物排出量 0 0 0

水使用量 577 631 710

受託収集運搬量(一廃) 11,114 8,238 8,940

受託収集運搬量(産廃) 0 0 0

廃棄物排出量 13,440 11,920 12,220

項　目 2019年 2020年 2021年

二酸化炭素総排出量 115,823 119,310 131,331

2022年5月9日

大和

社長 大和

森國

社長

三浦

処分業者へ引き渡し

行政引渡し
一般廃棄物
収集運搬

産業廃棄物
収集運搬

計量

計量

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境に関する実行責任者

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚



□環境経営目標及びその実績

✕

×

✕

✕

✕

〇

〇

✕

✕

□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2019年

2021年

4

#REF!

13,104

2019年 98.5% 91%

115,823 114,086 131,331 113,507

一般廃棄物の削減
枚(紙) 13,440 13,238 12,220

基準年度比 2019年 98.5% 114%

2023年

（目標）

976

3月

98%

112,928

13,171

12月11月10月
986 1,012

取組結果とその評価、次年度の取組内容

98.0% 97.5%

9以上

108,175

97.5%

960 884 1,366 977
797 734 993 1,354

945

2月1月9月8月7月6月
1,110

1,054 1,0319981,425 1,079
1,215844 871 1,215910

966

5月4月

達成状況

・不要照明の消灯 △
・ノー残業デーの実施 △

数値目標(11,545kWh) ✕ 基準年比8.55%増、今期目標値比10.2%増加の目標未達成となった。コロナ禍
下継続であり感染対策換気や業務量増で必然的に電力使用量が増加した。
超過率が10%を超える時期もある為、目標値改定を行うことを検討し引きつづ
き節電工夫や徹底啓発をしていき、今後様子を見て適切な目標値へ改定を
検討していく。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

0 0

0 0

原単位目標

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 110,949 109,284 126,038 108,730

○

90% 91% 95% ○ 92%

グリーン購入の推進

基準年度比

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

98.0%

5,292 4,777 4,753

基準年度比 2019年 98.5% 109% 98.0% 97.5%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目 （2019年)

品目 7 7以上 7 8以上

（目標） （実績） （目標）

評
価

基準値 2021年 2022年

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 4,875 4,802

93%

563

基準年度比

達成度

自己評価%

2019年 98.5% 123% 98%

環境に配慮した収集運搬

水道水の削減
㎥ 577 568 710 565

0

500

1,000

1,500

電力（kWh） 2019年 2021年



自動車燃料による二酸化炭素削減

2019年

2021年

2019年

2021年

一般廃棄物の削減

2019年

2021年
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238 222

1,100

3,164 3,419

10月 11月 12月
1,120 1,120 1,120 1,120

188
303

2,982 2,886 3,468

255 205 271 230
467 258

9月 10月 11月 12月 2月 3月1月

392 246 282 287

3,378 3,448

1,200

2月9月

1,050 1,050 1,100 1,100 1,000
1,120

3,410 3,360 3,873

取組結果とその評価、次年度の取組内容
今期目標値比8%減で目標達成。主要因としてコロナ禍下継続によりメールや
り取りが主になったこと。今後はコロナ禍の動向も不明なので目標値改定は
行わずに推進していく。

3,793 3,684 3,825 4,103

3月
1,1201,120

1月

9月 10月 11月 12月 1月

・効率的なルートで配送 △
・エリア別営業活動の見直し △

・アイドリングストップ
数値目標(110,949kg-CO2) ✕ 基準年比13.5%増、今期目標値比15.3%増加の目標値未達成となった。コロナ禍下継

続であり、ごみ出し遅れなどの再度収集頻度や業務量増があり必然的に車両使用量
が増加した。引きつづきエコドライブ徹底啓発をしていく。超過率が10%を超えている
為、目標値改定を行うことを検討し、引きつづきエコドライブや出動回数工夫や徹底
啓発していき、今後様子を見て適切な目標値へ改定を検討していく。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

2月 3月

3,482
3,909 3,970 4,054

3,269 3,440

○

達成状況

数値目標(13,238枚)

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

1,120 1,120 1,120 1,120 1,120
120 1,200 1,100 1,100 1,100

・梱包材の再利用 ○

235

4月 5月 6月 7月 8月

3,585 3,999

達成状況

351 226

3,548

・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

○

4月 5月 6月 7月 8月

343 280 285 289 220

3,810

345 249

4月 5月 6月 7月 8月

0

200

400

600
ガソリン（L) 2019年 2021年

0

2,000

4,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

軽油（L) 2019年 2021年

0

500

1,000

1,500

一般廃棄物（枚） 2019年 2021年



水道水の削減

取組紹介欄

2019年

2021年

グリーン購入の推進

取組紹介欄

環境に配慮した収集運搬

6

8月
4548 48 47

6月 7月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

60 60 52 52 51 5161
48 48 55 55

基準年比23%増、今期目標値比25%増加で目標未達成となった。コロナ禍下
継続であり、ごみ回収頻度増による洗車頻度増や手洗い頻度増加があり必
然的に水使用量が増加した。水使用量数値が小さいことやコロナ禍収束も勘
案し、及び節水徹底啓発をしていきながら今後様子を見て適切な目標値へ
改定を検討していく。

9月 10月 11月 12月 3月2月
45 47

1月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・有害性の少ない資材の購入 ○

・作業開始前の車両点検 ○ 今期から新たに目標数値を設定し、目標達成手段項目について"○"、"△
"、"×"を3か月ごとに判定し、各“5点”、“2.5点”、“0点”として達成率を算定
した。達成率(%)=(18×5+2×2.5)/100=95となったことから目標達成とした。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・積み残しの削減・収集後の清掃 ○
・車両の清掃 ○

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項 ○

事務用品等資材購入は、エコマークの有るものから優先的に購入するように
しているが使用量が少ない為品目は、あまり伸びなかった。引き続き活動を
継続する。

・事務用品グリーン購入 ○

61

・省エネ性能の高い電気製品の購入

67 67 64 64

4月 5月
47

○
・燃費のよい自動車の採用 △

47

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・節水弁取り付け ○
・自動水栓取り付け ○
・トイレに擬音装置取り付け 0

達成状況
数値目標(568㎥) ✕

0

20

40

60

80 水道水（㎥） 2019年



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

○
○
○
○

大阪府条例（流入車規制） ○
○
○
○
○
○

□環境関連技術資格者

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

7

・大型運手免許は運転レベル向上の為、全従業員取得しています。〔１７名〕

・浄化槽管理士〔４名〕・電検３種〔１名〕・電気工事二種〔２名〕・ボイラー技師１級〔３名〕・2
級〔１１名〕

・危険物乙４類〔４名〕・１級土木施工管理〔１名〕・１級管工事〔１名〕・天井クレーン５t以上
〔３名〕・車両建設機〔３名〕

・エネルギー熱管理講習〔１名〕・高圧洗浄士〔２名〕・フォークリフト運転技能〔２名〕・酸素欠乏
作業主任者〔２名〕

・従業員の環境意識の向上を図っています。資格習得を積極的に推奨しています。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される法規制
廃棄物処理法

道路交通法
自動車ＮＯｘ・ＰＭ法

下水道法

フロン排出抑制法
自動車リサイクル法
水質汚濁防止法

堺市環境基本条例

収集運搬車
業務用空調機等の簡易点検等
事業者の責任、リサイクル料金
排水口において排水基準に適合
除害施設
事業者の責任

道路運送車両法
収集運搬業(一廃、産廃)許可証更新等、収集運搬基準
車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
車両の大きさ・重量、通行制限
対策地区内で排ガス規制に適合した自動車の使用

今年度の環境負荷の目標達成状況は電力、自動車燃料及び水使用量については目標超過であった。主原因としてはコロナ禍
下での丁寧かつ清潔な業務の実施と削減限界また使用車両の増加が考えられた。
今後は、取り組み目標の数値の限界線及び定着化した意識の改革が課題である。今まで運用してきた取り組みに新しいＰ〔計
画〕Ｄ〔実行〕C〔評価〕Ａ〔改善〕を提案し、前向きにパフォーマンスに取り組んで行きたい。
次年度には目標達成項目については更に推進し、未達成の項目について基準年を2021年へ見直し、環境経営の持続的推進に
努めていく。

2022年5月1日
前回審査における課題のコミュニケーションへ取組みとして、社内では掲示物の徹底及びミーティングの徹底、社外では近隣清
掃の徹底及び収集運搬時における環境配慮サービス徹底に努めました。

適用される事項（施設・物質・事業活動等） 遵守


